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 今日は、基本数値（９・１７・２６・３３・４２・６５）についてもう少し詳しくご説明したいと

思います。 
 まずは最初の９、これを一節と呼びます。大底を打った相場が出直って最初の高値をつける。この

大底から最初の高値までが立ち合い日数で９日前後というのはよく見られるケースです。１７は二節。
そして、２６は一期と呼びます。一期という文字の通り、一つの相場の区切りです。直近の安値から
高値までが２６日。（週足を使って長期波動を見るなら２６週）反対に、直近の高値から安値までが

２６日（２６週）これもよく見られるケースです。 
 基本数値のなかには載っていませんが、５１というのも重要な数値です。２６の２倍（２６＋２６

－１＝５１）にあたるので二期と呼んでいます。このところ低迷しているハイテク株、しかし、6857
アドバンテストの日足チャートをご覧下さい。すでにその下げは二期に及んでいます。一期の２倍に

相当する日柄の調整をしているのですから、そろそろ底が近いのかもしれません。 
 そして、７６。これも大変重要な数値として覚えておいて下さい。７６は三期（２６＋２６＋２６

－２＝７６）にあたりますが、一巡と呼んでいます。たとえば、野球で打者一巡という言葉がありま
すが、上げ相場にせよ下げ相場にせよ立ち合い日数で７６日も経過すれば、反転する可能性が高くな

ると言えましょう。                            次回に続きます。 
 

（無料テレフォンサービス）やさしいチャート教室 ０３－３６６９－５５５２） 
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